受皿•焼網をセットして本体に組み込み 

材料を焼網にのせる 


※魚焼き調理をするとさは、 
れて < ださし、 

※グルメ調理をするときは、 
受皿に水を入れないでく 
ださい。 

※□-スタードアは□ック 
するまで押し込み、お実 
に閉めてください。 


2 


電源を入れる 


’電源スイツチをブヴーび鳴るまで押してください。 
’電源ランフび点灯します。 
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パネル操作部を開ける 


※扉の中央部（マーク部）を巧して開いてください。 


€€ 


調理び終了した（させた）ときは 


♦調理び終了したり、切り忘れ防止機能び動作したときは;夕回調理ずるときのにおいや煙をほ減ずるために、自動的にヒー 
夕一のク U - ニング（ご, L 表示）を巧いまず。続けて調理を巧うときやヒーターのクリーニングを終了したいとさはスター 
卜/切キーを押してください。 (ヒーターのクリーニング：最大已分間） 


ヒーターのク U — ニンク’終了後 
([• L 表示消灯）は 

電源スイッチを巧して電源 
を切る 


’電源ランフび消灯します。 

’電源を切ってわ、□ースター庫内の温度び高温の場合 
は高温を意表おを続けます。 


魚焼を調理を 
する場合 


グルメ調理を 
する場合 


□ースターの 使いかた 


€€ 


準備 


グルメキー 


r ~ スタート/切キー 

r 焼きかげんキー 


魚焼さキー 



タイマーキー 



2 8ページ 


3 2ぺージ 


□ 


:，-‘ •使い始めは受皿の滑りをよくするための油び加熱によってにおいや煙となって出ることびあり i 

お知らせ ：| ますびご使用にとをない出なくなります。 ； 

•通電してしばらくの間、前回の調理でヒーターについた脂び加熱されにおいや煙び出ることび : 
； あ0ます。 ： 

: •調理中、材料の脂などび下ヒーターの上に直接落ちると、においや煙び出ることびあります。 : 

: •調理中はヒーターびついたり消えたりしますび、温度調節しているためで故障ではありません。； 

: •調理直後に□ースタードアを引さ出すと、煙び前面から出ます。特に脂分のをい魚などを焼い: 

: たあとは、30秒程度待ってから引き出してください。 ： 

; •ヒーターのク U —ニングを途中で終了したときは、ヒーターについた脂が残るため、次回調理 ； 

； をするとさ、最初ににおいや煙び出ることびあります。 ； 

: •□-スター調理はメニューに応じて上•下ヒーターを自動的に切り換えます。メニューによって ； 

i は上’下ヒーターの通電を細かく切り換えるため、ヒーターがホくならない場合びあります。 : 

i •魚焼き手動調理やグルメ手動調理は上•下ヒーターの通電を細かく切り換えて両面を焼さ上げ ； 

; るため、自動調理で調理するとさよりち仕上びりに時間びかかる場合びあります。 : 


ス 

夕 

I 

の 

使 

い 

か 

た 
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A を意 


• □ースター使用時は必ず換気扇を使用してください。 

(調理中、吸•排気カバーから煙び出ます。） 

•焼網をセツトするときは焼網の支え部を□ースター 
の奥側にしてのせて < ださし、。 



※のせる向さを逆にすると、本体に取り付けられません。 


•受皿に水け外のもの（例えばアルミホイル•クッキン 
グペーノ f 一•グ U ル石など）を入れて使用しないでく 
ださい。（油が過熱され、燃えることびあります） 

• 焼網に材料をのせるとさは、焼網からはみ出さない 
ようにしてください。（材料びヒーターにつくと発 
乂する恐れびあります。） 


•魚の脂や他の食品かすびついたまま調理をすると、 
前の食品のにおいびつくことびあります。焼網と受 
皿の巧れをされいにしてから調理してください。 

(41 ページ(お手入れ）） 

• 連続してご使用になる場合は、毎回焼網と受皿の巧 
れをされいにし、已分程度間隔をあけ、□ースター 
庫内の温度を下げてから調理してください。□ース 
ター庫内の温度び高いまま調理すると、センサーび 
正しく働かず早めに調理び終了したり、調理時間び 
長くなったりします。 

(高温のためやけどにを意する。） 

• 自動調理の途中で□ースタードアを開けないでくだ 
さい。上手に調理できません。 

•長時間□ースターを使用すると、□ースタードアの 
とっての下側び熱くなるのでご注意くださし、。 

•調理中、□ースタードアびくちったり、周りに露び 
ついたりすることびあります。周りについた露はふさ 
んでふさとってください。 






















































□ースター 魚焼き調理をずる 

餐 準備 

©必ず受皿に水を約200 mL 入れてください。 

©□— スターと中央ヒーターとの同時使用はできません。 

〇受皿•焼網をセットし、本体に組込む。 

• □ースターに受皿-焼網をセットし、水を約吕 OOmL 入れてな料をのせます。 

• □ースタードアは□ックするまで巧し込んで確実に閉めてくださし、。 

@電源を入れる。 

• 電源スイッチをブヴーび鳴るまで巧してくださし、。 

•電源ランプび点なします。 

€) パネル操作部を開ける。 



魚焼さ調理のこつ 


♦魚を調理する場合は、尾などの薄い部分び焦げやすいので、焼網の手前側に尾を向け 
て < ださい。 

参焼網にサラダ油などを塗っておくと調理物び焼網に付着しにくく、取り出しやすくな 
0ます。 

♦こげめのつさ具合は魚の種類や大ささ、脂ののり具合、魚の温度、塩の加減によっ 
て違います。（塩のふる量がるいと焦げ目び強くなります。）お好みにより焼さかば 
んキーで調節してください。 

♦生魚（さんまやあじなど）は、焼き色びつきにくいので、調理する約10〜20分前に塩 
をみっておさます。 

参;令凍してある魚は、よく解凍してから焼いてください。魚の内部び;令たいため、中まで火 
び通りにくく焼き不足になったり、温度センサーび正しく働かず焼き過ぎたりします。 

♦焼網よりち大さな魚を調理する場合は、半分に切ってください。 

♦魚を少量焼く場合は焦げやすいので、下ヒーターの真上をさけて置いてください。 

♦複数の食品を焼くときは種類、大ささ、厚さをそろえてください。 

ルさいちのや火の通りやすいちのは、焼さ過ぎになります。 




























狼 


〇围巧タイマーは便巧でさません。 * r 丸巧を」メニューをセツトするち合。 

魚焼を自動調理のしかた 


材料に合わせて 
魚焼をメニューを選ぶ 



_’麻規さキーを巧ずごとにィニューが切り巧〇りまず。 


2 


巧料や巧みに応じて 

焼きかげんを選ぶ 


陽お点の 

mprn 營圓慨 


I . J 麻きかげんキ ー S 巧ずごとに巧きかげんが切り巧わり 
まず。 

Si 魚巧をキーでメニューを密ぇると巧をかげん r * j 巧應 
とな D ます。 


みメニコーおよび巧さかげんち巧を.巧3夕 iU 巧にスター 
卜/切キーを巧さないとフヴーび巧 D 自巧的にお除でれ 
ます。 

试ぉ巧中は. • X ニューおよ U 規きびげんのを至はできま 
だん。 


□ ースターをスタートずる 

点が 


0スタート/切キーを巧しまず。 

〇口ースターランフ•お男ランフぴ頂灯して、お理びス 
夕ートします C 

0タイマーま示部が* ■_» とち示され.逸中か弓贾理の残 
り時間をを巧します。 

•途中で巧巧をを了したい場合は、スタート/切キーを巧 
してください。謂理塔了をは> 魚規をメニューのランフ 
び消巧し，自国的にヒーターのクリーこングを巧います。 
•途中で困理をお了させた場合は.手動 M 理で舶巧して 
ください。 （30 ベージ） 
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メ □デイーび帽つた S 

調理物を取り出ず 



調理物を入〇たままにしでお < とを巧で焦げ旧ざるこ 
とびちりまず。 

’ン巧きが足0ないと定は、手0調理で巧デをみなびら、 
を百に巧いてくださし、。 （30 ページ） 

.—|お巧が塔了ずると巧をかげんランプがな巧し、岳涅ま 
奋を责します。 （ S 大7巧間） 

〇贾巧び * S 了すると自曲的にヒーターのク U - ニング’ 
(ご i き示）を巧いまず。（ヒーターを加なして巧*し 
た;‘由分を烧きさります。 B 大5お固） 

. ヒーターのク U - ニンブをを中で培了したいち合は、 
スタート/切キーを巧してください。 

0パネル勘乍却を収巧します。 


ヒーターのクリーニングぴ終わった S 電源スイッチを巧して電源を切る。 


□ I スタ—魚席き調理をする 






















口ースター魚烧き調理をずる （つづき) 


义力の目を 


，魚焼さ手動調理のしかた 


「中」9日 0 W ネ目当 


「お' 

600 W 

相当 


置 W 图,.2, 


手動にずる 


魚規きキーを4回巧し手動に台わせる。 

茨 手苗)道巧を、約 3 分 L ソ巧にスタート/切キーを巧さない 
とブヴーびち D 白動的に巧おさ〇ます。 
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材料や巧みに応じて 

焼をかげんを選ぶ 



〇席をかげんキーを巧します。 


お手動および席き占'!ブん虽巧を,約3分 ly 巧にスタート/切 
年一を巧でないと，フヴーび明 D 、 目お的に iz ットび稱除 
ご ri ます。 


3 □— スターをスタートずる 

曝 K 


〇スタート/切キー巧巧します。 

〇口ースターランフびな口して、勇巧びスタートします。 
围挂中に規きかげんキーで义力巧訪なでをます。 

※爾理タイマーをご ffi 巧になるとさは、韵理スタートを 
設定します， （31 ぺージ） 
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調理がおわった6、□ースターを「切 J にし、 

調理物を取り出ず 


〇スタート/切キーを巧します。 

■ 围理がを了ずると規きかげんランフび点;巧し、宮届ま 
篇をま示します。（忌大フ分巧） 


'黄理び授了ずると自 S 的にヒーターのクリーニング 



(ご/_表示)を巧いまず。 （ S 大5巧巧） 

•贾巧物を入れにままにしてお<とを窝で焦け週ぎるこ 
とザ巧ります。 ■ 

• ヒーターのクリーニングを途中で格了したい場合は、 
スタート/切キーを巧してくだでい。 

OA ’ ネル巧巧部を吸巧しまず。 

を□-スターを「切 J にし忌打た場合は切 D を打防止巧能 
びをさ，通 S 骑始か6約30せをに自動的にヒーターの 
ク U —ニングを巧い.通覃を巧止します。 


ヒーターのクリーニングがおわった6電源スイッチを巧して里源を切る。 




















魚焼を自動調理の加熱時間の目安 


魚焼 さメニュー 

[魚焼き'] 

レ 水ぁり) J 

調 理 例 

加熱時間の目ま 

メニュー 

焼を 

かげん 

数 

目ま時間 

1尾(切)あたり 
の大きさ 


ミ毎魚 

"1 魚 

さんま1〜4尾 
あじ]〜4尾 
レねし 
真綱 

生にしん 

友ゆ 

にじます 

さんまの 
塩焼さ 

中 

] 尾 

約]目〜] 7分 

長さ約 28 cm 
約180呂 

中 

4尾 

約]8〜]9分 

あじの塩焼さ 

中 

1尾 

約]6〜]7分 

長さ約 23 cm 
約180呂 

中 

4尾 

約] 8〜]目分 

綱の塩焼さ 

中 

1尾 

約]8〜]9分 

約230呂 

tl 剛励 

切身 

ひちの 

結の切身’さばの切身 

あじの開さ 
さんまの開さ 
ほっけの開さ 
かれいの一夜干し 

結の塩焼さ 

中 

4切 

約] 4〜]已分 

約80旨 

あじの開さ 

中 

吕枚 

約] 4〜]已分 

約100呂 


しよラゆミ責け 

みそ農け 

ぶり 

さわら 

綱 

ぶ0の 
つけ焼さ 

中 

4切 

約]2〜]3分 

約100呂 

さわらの 
西吊農け 

強 

吕切 

約] 3〜]己分 

約100邑 

焼さ鳥 

塩焼さ 
たれ焼さ 

焼さ鳥 
(塩焼さ） 

強 

8本 

約] 2〜]已分 

1本約巳 Og 

焼さ鳥 
(タレ焼き） 

中 

8本 

約]日〜] 3分 


調理タイマーの使いかた （@ j : を?;龍にの！!@タィマ-を 


◎ 1分〜最大29分まで1分単位で設定できまず。 
※調理中に設定しまず。 


^ □—スターを通電中 

T にタィマ-キ- ► ^~イ 

1 または ◄ を巧ずと（点口) —— .. 

タイマー表示び数字 イ 1 

で点灯しまず。 J kv| 

時間を合わせたを、約 3 砂（ピピツ) 
i< 間経過後に「ピピッ J とブ 

Vj ザ-が鳴り、 r • 」が点滅し mMSi 

調理タイ 7 -びスタ-卜 
しまず。 r 点滅つ 

' ^ タイマーキー ► 、 

^ ◄ を巧して好みの 戸 —イ mi 

時間に設定しまず。 ) 

ィ 1 も 

ノ1 調理タイマーび終了すると□デイ^ 

メ Dx ィーが鳴り、タイマー ■ 

■ 表示部に[げ点なし、自 WmM 

動脚こヒ-女-のクリ-こ 
ングをいまず。 


•途中で調理タイマーを中止するときは、ちラー度 I キーまたは I S キーを巧してくださし、。 
•設定した時間を変更したい場合は、調理タイマーを解除し、再度設定してください。 

※切り忘れ防止機能 （30 分）を優先しますので、通電途中でのセツトでは、最大時間び短くなります。 



































□ースター グルメ調理をする 

餐 準備 

©グルメ調理をずるとをは、受皿にかを入れないでください。 
©□— スターと中央ヒーターとの同時使用はできません。 

〇受皿•焼網をセットし、本体に組込む。 

• □ースターに受皿-焼網をセットし、な料をのせます。 

• □ースタードアは□ックするまで巧し込んで確実に閉めてくださし、。 

0電源を入れる 

• 電源スイッチをブヴーび鳴るまで巧してください。 

•電源ランフび点なします。 

€) パネル操作部を開ける。 



グルメ調理のこつ 


♦を凍食品を調理するときは、解凍せずに;令凍のまま調理してください。 

♦冷凍ピヴや;令蔵ピヴを調理するとさは、包装をはずしてからアル=ホイルをピヴの 
まわりにそって折り曲げてください。 

♦冷凍グラタンを調理するとさは、包装をはずしてからアルミケース皿のまま入れて 
<ださし、。 

(プラスチック容器の;令まグラタンは、焼くことびでさません。） 

参調理するとさの置さ方は、下図のよ5にしてください。 





手前側 


r J 手前側 






手前側 


ピヴの場合 


グラタン1個の場合 


グラタン2個の場合 


ホイル焼さ1個の場合 


ホイル焼を2個の場合 























































































c 男理タイマーは使用でをません。み r ビブ J メニューをセツトする場合。 

グルメ自删理のしかた 


1 材料に合わせて 

グルメメニューを選ぶ 


〇グルメキーを巧ずごとにメニユーび切0巧わ D まず。 

*メニュー适おを、灼3巧 L ソ内にスタート/切モーを巧ご 
ないとブヴーび巧り有巧的に巧をご ri ます。 



. . 一…■.‘ ,1牙 _ _ 


□ 

I 

ス 


グ 

ル 

メ 


る 
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巧料や巧みになじて 

焼走かげんを還ぶ 


C 话をかげんキーを巧します。 

クルメキーでメニューををそると規をかげん「申」が巧 
とな D ます。 



寒 ブルメメニューおよび規きかげん置巧を，約3分 W 内 
にスタート/切キーを巧ごないと.ブヴーび胡 D . 自お 
的にセットび苗巧さ〇ます。 

* 围理中は，メニューおよ y 規さかげんのを至はでさま 
だん。 
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□ ースターをスタートする 


〇スタート/切キーを巧します。 

〇口ースターランブぴおなして、詞巧がスタートしまず。 


0タイマー表巧结に* ■_« と表示され.途中から葡理の巧 


巧醒固 



り時巧を表示しまず。 

途中で調理をお了したい場合は、スタート/切キーを巧 
してください。强 a 巧了をは.ブルメメニューのランプ 
び消订し.目里)的にヒーターのク u — こングを巧います。 
送やで男理を巧了ごせに場合は，様子をみなび6虽切 
から巧巧して <だごい。 


围理物を入れたままにしておくとホ巧で焦げ遏ぎるこ 
とびおりまず。 

•二—規をが足0ないとさは、グルメ手®巧理でな子をみな 
り巧，さらに话いてください。【34ぺージ） 

黄巧び巧了すると设まかげんランフび岳活し，高温を 
ちをちちしまず。 （ a 大7巧な） 

. 巧理び巧了ずると自お的にヒーターのクリーニング 
(ご^_表示)を巧います。 （ B 大5巧間） 

• じーターのク1」一こングを途中でお了したいち合は、 
スタート/切キーを巧してください。 
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〇バネル澡巧®をの巧しまず。 


ヒーターのクリーニングび按わつに6里源スイッチを巧して畢源を切る。 


















□ースター グルメ調巧をずる （つづさ) 


义力の目を 


グルメ手動調理のしかた 


r 中 J 日 00 W 相当 

r^j Ts 

sow ■を3 9扣 
相当偶 


.掛 

9己 0 W 
相当 



手動にする 


〇グルメキーを4回巧しを助にを行せる。 


«手！！)透巧を，約3分しソ円にスタート/切キーを巧ごない 
とフヴーび旧 D 巨動的におおさ: n まず。 


嗎 
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巧料や巧みに応じて 

焼さかげんを選ぶ 



^規をかげんキーを巧しまず。 

をを 里!およひ規さひげん适巧を、巧3分凶巧にスタート/切 
キーを巧ごないと、フヴーり;巧り、目巧的にセットび巧な 
でれまず。 
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□ ースターをスタートする 


〇スタート/切キーを巧しまず， 

0□—スターランプが点なして、お理びスタートします。 
菌 a 中に規さかげんキーで火力を韵節でをまず。 



を围巧タイマーをご使用になるとさは，調理スタートを 
設おします。 （3 已ぺージ） 



〇スタート/切キーを巧しまず。 

.^巧逗び疫了すると規きかげんランプがホ窝し，离温を 
忌を巧示します。 （ B 大7分田） 

—視理びな了ずると自 S 的にヒーターのク U — ニング 
爱研を行いまず。（是大已巧固） 

•韵理巧を入れたままにしておくとホ巧で焦げ遇ぎるこ 
とびあ日ます。 ’ 

• ヒーターのク U — ニングをを中で提了したい場さは、 
スタート/切キーを巧して < ださい。 

〇パネル揉巧部をの巧しまず。 

を□-スターを「切」にし忘れた場合は切りちれ巧止機自旨 
が西さ.遅巧巧おから巧30おをに自動的にヒーターの 
クリーニングを行い、逼呈を博止します。 


ヒーターのクリーニングびをわったら電源スイッチを巧して電源を切る。 













□ 


グルメメニュー 


加熱時間の目ま 



クルメ 

(がなし） 
、 • 


メニユー 

焼き 

かげん 

数 

目ま時間 

分 量 



;令凍ピヴ 

中 

] 枚 

約12分〜16分 

] 枚 

直径約1 8 cm 
(約22日旨） 


を蔵ピヴ 

弱 

] 枚 

約1日分〜13分 

手作りピヴ 

中 

] 枚 

約12分〜1目分 

tViA'jtM 

:令まグラタン 

中 

2皿 

約22分〜27分 

1皿約240旨 

■刷腺 

論 

ホイル焼さ 

中 

吕個 

約18分〜22分 

1個約1巳〇邑 


◎ 1分〜最大29分まで1分単位で設定できまず。 
※調理中に設定しまず。 



□— スターを通電中にタイマーキーまた 
は戸~を押ずとタイマー表示び数字で点灯し 
まず。 



の 




3 


時間を合わせたを、約3砂間経過後に「ピピッ」 
とブザーが鳴り、「•」び点滅し調理タイマー 
びスタートしまず。 




吸 

卿 V 


2 


タイマー キーし ◄、一 ► を巧して好みの時間 
に設定しまず。 


4 


調理タイマーが終了ずるとメ □デイーが鳴り、 
タイマー表示部に。び点口し、自動的にヒー 
夕一のクリーニングを巧いまず。 



け□ディー' 



•途中で調理タイマーを中止するとさは、ちラー度 I キーまたは P キーを巧してください。 
•設定した時間を変更したい場合は、調理タイマーを解除し、再度設定してください。 

※切り忘れ防止機能 （30 分）を優先しますので、通電途中でのセツトでは、最大時間び短くなります。 


ースターを使用中に10分の調理タイマーを’ 
:ットずる場合 


調理タイマーの使いかた （6" 


グルメ調理の加熱時間の目ち 


I スタ—クルメ調理をずる 


5 

3 


































レンジフード連動システムについて 


参レンジフード連動システムは、クッキングヒーターの各ヒーターまたは□-スターを通電/停止ずる 
とレンジフードが連動して運転/停止ずる機能でず。 

レンジフード連動システムを使用ずる場合は、必ずレンジフード連動システム対応のレンジフードと 
セットでお使いください。 

参レンジフードのみを運乾/停止ずる場合は、クッキングヒーターの電源が「入」の状態で行ってくださ 
し、。 


ぶ）みぶ 


WJ/A 

〇 



8〇0^ 
保通 


レンジフード切キー 
レンジフード運輯キー 

國 i . 如 レンジフ-ド照明卜 


電源スイッチ 


レンジフード操作部 


操作のしかた 


参クッキング ヒー ターのさ ヒー ターまたは□-スターの通電/停止をずると、レンジ フー ドが次のよラ 
に運乾/停止しまず。 


クッキング ヒーターの 操作 

レンジフードの動作 

各ヒーターまたは口ースター 
の通電を開始したとを 

レンジフードび自動的に風 量 「中」で運乾しまず。 

※すでに他のヒーターまたは□ースターを使用している場合は、 

運転状態を継続します。 

ずべてのヒーターと□-スター 
の通電を停止したとき 

レンジフードが約3分後に停止しまず。 


お願い 


レンジフード連動システムは、トッププレートの手前両側の送信部か b ホ外線信号を送信し、レンジフードび 
受信して動作します。送信部び巧れたり、信号びさえぎられると、レンジフードび動作しない場合びあり 
ぶ9 〇 


参ふさこぼれなどで巧れた場合は巧れをふさとって<ださい。 

♦送信部に鍋などを置かないでください。 

♦送信部の上ちに顔を近づけたり、フラ 
ィパンなどのとってを向けないでくだ 
さい。 

♦テレビ-エアコンなどの U モコンを操 
作をしなび b 、 クッキングヒーターの 
操作をしないでください。 

※じ(上のことを行っても、レンジフード 
連動システムび働かない場合は、レンジ 
フードの操作キーで操作してください。 


送信部 





r レンジフードの照明を点！打/消なするとき ] 




レンジ フー ド照明キーを巧す 

•巧すごとにレンジフードの照明が 
「点灯」--「消灯」と切り換わり 
ます。 


レンジフード 



t し 


がめ 

保温 



消な 

レンジフード照明キーを押すごとに点巧/消 I なび 
切り換わります。 


■レンジフードによっては、動作び異なる場合びあります。また、レンジフードの使いかたはレンジフードの取扱説 
明書をご覧ください。 

■レンジフード連動システム対応のレンジフードについては、お買い上げの販売店または別紙「ご相談窓□一覧表」 
の窓□にお問い合わせください。 



レンジフードの運転を切り換えるとき 


レンジフード運転キーを巧ず 

•レンジフードび運転しているときは、レ 
ンジフード運転キーを}甲すごとに風量忡」 
^「強」^「弱」^「中」…と切り換えまず。 
•レンジフードび停止しているときは、風 
量「弱」で運転を開始しまず。 



レンジフード 


でり鳴 II も巧照的 



中 


停止 今 弱 争 強 

レンジフード運転キーを押すごとに風量び切り換わります。 




r レンジフードの運転を停止するとき J 




レンジフード切キーを巧す 

•レンジフードび停止します。 


レンジフード 



レンジフ—ド連動システムについて 












































































チャイルドがックの使いかた 


◎チャイルドロックは、おモ様などの誤操作を防止ずる機能でず。チャイルドロックを設定ずると全て 
のヒーターおよび□ースターの通電がでさなくなりまず。 


チャイルド□ックの設定 


電源を入れる 


• 電源スイツチをブヴーび鳴るまで押してください。 
•電源ランフび点灯します。 




〇タイマーキーの[己を約 3 秒間巧しまず。 

〇 r ピッ」とブザーび鳴ってチャイルド□ックランプび点口し、 
チャイルド□ックを設定しまず。 

※チヤイルド□ックの設定は、さヒーターおよび□-ス 
ターの設定中や通電中はできません。 


チャイルド□ックは、電源スイッチを切っても（またプラグを巧いてら）記憶しています。 


チャイルド□ックの解除 


1 


2 


電源を入れる 


• 電源スイツチをブヴーび鳴るまで巧してください。 
•電源ランフび点灯します。 



チャイルド□ックを解除 
する 


〇タイマーキーの [►] を約 3 秒間巧しまず。 

〇「ピッ」とブザーび鳴ってチャイルド□ックランプび消なし、 
チャイルド□ックを解除しまず。 


中央ヒーター□ックの使いかた 


◎中央ヒーターロックは、中央ヒーターをご使用にな 5 ない場合に誤って通電をしてしまうのを防止ず 
る機能でず。中央ヒーターロックを設定ずると中央ヒーターの通電がで舌なくなりまず。 


中央ヒーター□ックの設定 




中央 ヒーター □ ックを 
設定する 


電源スイツチをブヴーび鳴るまで巧してください。 
電源ランフび点なします。 



〇中央ヒーターの [► I キーを約 3 砂間巧しまず。 

〇「ピッ」とブザーが鳴って中央ヒーター适電ランプと□ッ 
クランプが点口し、中央ヒーター□ックを設定しまず。 

※中央ヒーター□ックの設定は、中央ヒーターの設定中 
や通電中はでさません。 


中央ヒーター□ックは、電源スイッチを切っても（またプラグを巧いても）記憶しています。 


中央ヒーター□ックの解除 




中央 ヒーター □ ックを 
解除ずる 


電源スイツチをブヴーび鳴るまで巧してください。 
電源ランプび点巧します。 


〇中央ヒーターの I ►) キ-を約3秒間巧しまず。 

〇「ピッ」とブザーび鳴って中央ヒーター适電ランプと□ッ 
クランプび消灯し、中央ヒーター□ックを解除しまず。 



チャイルド□ツクの使いかた/中央ヒ—夕—□ツクの使いかた 
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